







































































                                                   





































































































ある。（浦野 2010: 9） 






































































ハザード 根源的な原因 ダイナミックな圧力 危険な環境条件 災害 
脆弱性の進展 











































                                                   
3 この段落の訳語と語句の含意は、浦野（2007: 38-40、2010: 9-12）およびワイズナーら（B. 























































































                                                                                                                                                     
震災（1995年発生）や能登半島地震（2007年発生）などにおいて、現金支給による被災中
小企業への支援という方法に捉われず、被災中小企業への様々な支援のあり方を問う議論

















































































                                                   








































































































































































































































































































































安定性 vs. 非柔軟性 
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